
蓋
莱
町
界
隈

　

（そ
の
四
十
四
）

雪
が
降
る
と
安
心
す
る

林
　
　
順
　
信

目
一　
戦
前
は
空
気
が
も
っ
と
だ
ん
で
い
た

近
年
地
球
温
暖
化
だ
と
か
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象

だ
と
か
で
、
お
お
む
ね
冬
は
暖
冬
と
き
ま
っ
て
い
た

が
、
本
年
に
な
っ
て
三
度
も
積
雪
を
見
た
，

一
月
八
日
の
８

ｍ
、　
一
月
卜

二
日

の
１６

⑩
、　
一

月
十
五
日
の
成
人

の
日
の
フ

ｍ
と
、　
一
月
と
し

て

は
珍
し
く
、

¨

柳
に
近

い
大
雪
が

三
度
も
あ

つ

た
．　
一
月
の
雪
は
気
温
が
低
い
日
が
つ
づ
く
の
で
、

な
か
な
か
溶
け
に
く
く
、
日
陰
に
は
ま
だ
残
雪
が
あ

′
一

．

雪
国
の
人
に
は
叱
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
江

戸
　
東
京
で
は
、
雪
見
花
と
し
て
、
久
のヽ
雪
を
珍
重

し
て
来
た
。
お
と
な
り
の
中
国
で
は
月
雪
花
と
し
て

い
る
が
、
日
本
で
は
雪
を
最
上
位
と
し
て
い
る
。

初
代
広
重
は

『江
戸
名
所
百
景
」
と
い
う
名
シ
リ

第二+号
平成10年 3月 10日

発イテ者 進菜口r会
編集者 夫 |ヒ 部

―
ズ
の
中
で
、
雪
景
色
は
人
ヶ
所
も
描
い
て
い
て
、

何
れ
も
傑
作
の
声
が
高
い
。
浮
世
絵
で
は
雪
月
花
と

か
雨
は

「や
く
も
の
」
と
い
っ
て
、
高
価
な
の
が
普

通
で
あ
る
。
私
は
子
供
の
と
き
か
ら
雪
が
好
き
で
、

今
は
雪
廼
舎
閑
人

（ゆ
き
の
や
　
か
ん
じ
ん
）
と
い

う
雅
号
を
使

っ
て
い
る
く
ら
い
だ
。

蓬
来
町
七
番
地
に
住
ん
で
い
た
戦
前
や
戦
時
中
に

は
ヽ
ｍ
を
越
す
大
雪
と
な
つ
よ
り
、
東
京
に
お
い
て

は
一豪
雪
と
も
い
え
る
ほ
ど
の
雪
に
二
度
見
舞
わ
れ

た
。
気
象
台
の
積
雪
発
表
の
倍
く
ら
い
の
雪
が
吹
き

だ
ま

っ
て
、
雪
の
朝
は
雨
戸
が
雪
の
重
さ
で
開
け
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ

っ
た
。

し
か
も
青
は
自
動
車
も
少
な
く
、
暖
房
器
具
も
な

く
、
空
気
は
も

っ
と
透
明
で
澄
ん
で
い
た
し
、
関
東

平
野
が
日
畑
が
長
く
長
く
つ
づ
い
て
い
た
か
ら
、
気

温
は
現
在
よ
り
３
度
は
低
か

っ
た
ろ
う
か
ら
、
雪
が

一
た
び
降
る
と
、
町
内
の
路
Ｌ
は
真
白

い
曇

の
じ
ゅ

う
た
ん
が
し
か
れ
た
み
た
い
に
な

っ
た
。
道
路
は
舗

装
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
か
ら
、
現
在
み
た
い
に
ビ
ツ

ャ
ピ
シ
ャ
の
水
水
の
溢
れ
る
道
を
歩
か
さ
れ
る
こ
と

は
な
か

っ
た
。
大
雪
の
と
き
は
、
そ
の
ま
ま
道
路
が

雪
の
分
だ
け
か
さ
上
げ
さ
れ
た
感
じ
だ

っ
た
。

暖
冬
だ
と
い
わ
れ
る
昨
今
、
冬
に
雪
が
降
る
と
、

自
然
だ
け
は
真
面
日
に
働
い
て
い
る
も
の
よ
と
、
安

心
す
る
．

日

　
大
雪
は
思

い
出
を
深
め
る

私
は
こ
こ
何
十
年
と
備
忘
録
と
も

い
う
べ
き

一
種

の
メ
モ
を
大
学
ノ
ー
ト
に
何
■
冊
も
残
し
て
い
て
、

大
雪
の
降
っ
た
日
に
は
　
報
道
記
事
を
も
比
較
的
克

明
に
書
き
記
し
て
い
る
。

別
表
に
明
治
九
年
に
気
象
観
測
を
始
め
て
以
来
の

人
雪
を
書
き
記
し
た
。
何
故
か
大
正
時
代
は
十
五
年

と
短
か
か
っ
た
に
し
て
も
、
大
雪
の
記
録
が
な
い
。

も
っ
と
も
―
六
年
ぶ
り
と
か
、
十
八
年
ぶ
り
と
か
と

い
う
物
さ
し
に
は
人
正
時
代
は
ス
キ
ィ
フ
さ
れ
て
し

ま
う
の
か
も
知
れ
な
い
。
表
は
積
雪
順
で
は
な
く
、

年
代
順
に
並
べ
て
み
た
。
表
の
左
側
に
☆
印
を
つ
け

た
雪
に
は
特
別
の
思
い
が
あ
る
。

昭
和
卜

一
年

一月
二
■
〓
日
の
大
雪
が
ま
だ
溶
け

な
い
の
に
、
二
十
六
日
は
早
朝
か
ら
北
風
の
強
い
吹

雪
と
な
っ
た
。
こ
の
日
の
積
雪
量
も
二
十
セ
ン
チ
位

は
あ
つ
た
ろ
う
。
か
の
二
　
二
六
　
事
件
の
当
日

で
、
東
京
市
内
は
交
通
も
途
絶
え
、
学
校
も
午
前
中

で
い
ち
早
く
下
校
と
な

っ
た
。
女
学
校
に
通
っ
て
い

た
親
せ
き
の
女
学
生
が
家
ま
で
帰
れ
ず
、
蓬
栞
町
の

私
の
う
ち
に
辿
り
着
い
て
、
そ
の
夜
は
人
勢
で
三
階

に
泊
り
、
枕
を
投
げ
合
っ
て
騒
い
で
い
た
。
こ
の

夜
、
東
京
の
各
所
で
戒
厳
令
が
敦
か
れ
、
父
も
や
っ

と
の
思
い
で
吹
雪
の
中
を
帰
宅
し
た
。
こ
の
頃
の
東

京
は
静
か
だ
っ
た
か
ら
、
遠
く
で
機
関
銃
の
ド
ド
ド

ド
ド
ド
と
い
う
音
が
わ
が
家
ま
で
聞
こ
え
て
来
た
，

昔
か
ら
大
雪
の
日
に
大
事
件
が
起
こ
る
た
と
え
だ
っ

，た
。万
延
元
年
三
握
二
日
、
屋
敷
を
出
た
老
中
井
伊
直

弼
が
、
水
戸
の
浪
十
に
討
た
れ
た
の
も
大
雪
の
早
朝



だ
っ
た
。
旧
暦
二
月
二
日
の
雪
は
、
人
陽
唇
に
換
算

す
れ
ば
四
月
ド
旬
に
な
り
、
記
録
的
な
晩
雪
と
な
ろ

う
。
別
表
の
昭
和
四
十
四
年
四
月
十
七
日
の
積
雪
は

２
セ
ン
チ
と
少
な
い
も
の
の
、
気
象
庁
観
測
史
上
最

も
お
そ
い
雪
で
、
す
で
に
桜
は
散
り
、
東
大
の
銀
杏

は
緑
色
の
葉
を
つ
け
、
御
茶
の
水
の
ｔ
手
で
は
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
と
業
の
花
の
卜
に
自
い
雪
が
か
ぶ
さ
っ
て

い
た
。
私
は
早
朝
カ
メ
ラ
を
か
つ
い
で
珍
し
い
雪
景

色
を
撮
影
し
た
。

昭
和
二
十
年
二
月
二
十
二
日
の
大
雪
の
日
、
米
空

軍
の
３
２９
が
昼
間
か
ら
東
京
を
襲

っ
た
。
こ
の
日
の

空
襲
は
焼
夷
弾
で
は
な
く
、
■
ト
ン
爆
弾
を
無
差
別

に
投
下
し
た
．
庭
に
掘
っ
て
作
っ
た
防
空
壕
の
中

で
、
両
手
で
日
と
鼻
と
耳
と
を
お
さ
え
、
く
の
字
型

に
身
体
を
こ
ご
め
て
、
爆
撃
の
過
ぎ
る
の
を
、
命
の

縮
ま
る
思
い
で
一
刻
々
々
を
じ
っ
と
待
っ
た
。
ひ
ゅ

―
っ
と
い
う
無
気
味
な
爆
音
が
し
て
、
ド
ド
ー
ン
と

近
く
で
爆
裂
し
た
。
こ
の
日
、
谷
中
や
千
駄
木
坂
ド

町
辺
が
空
爆
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
。
降
る
雪
で
見

通
し
の
き
か
な
い
中
で
の
長
い
長
い
一
日
だ
っ
た
。

戦
後
の
昭
和
三
十
九
年

一
月
二
十
五
日
の
人
雪

は
、
夕
方
か
ら
降
り
出
し
た
雪
が
見
る
見
る
積
も
っ

て
、
夜
八
時
に
は
も
う
国
電
も
都
電
も
不
通
と
な
っ

た
。
上
野
の
鈴
本
亭
で
落
語
を
き
い
て
い
た
何
百
人

と
い
う
お
客
が
家
に
帰
れ
ず
、
寄
席
に
篭
城
さ
せ
ら

れ
た
。
こ
の
夜
、
人
生
が
変
わ
っ
た
人
も
何
人
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
を
風
の
た
よ
り
に
聞
い
た
が
…
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１
／
８

１
／
Ｂ 平

成
九
年
十
月
初
旬
か
ら
平
成
十
年
二
月
下
旬

区
報
配
布

定
例
役
員
会
　
町
会
長
名
簿
の
原
稿
配
布

平
成
９
年
度
文
京
区
連
合
町
会
表
彰
者

小
林
前
町
会
長
　
小
林
防
火
防
災
副
部
長

中
島
交
通
副
部
長
　
原
子
代
子
様
の
４
名

区
報
配
布

誠
之
小
学
校
に
て
向
丘
連
合
ま
つ
つ

三
宅
町
会
長
　
小
川
副
町
会
長
　
倉
田
文

化
部
長
　
池
田
総
務
副
部
長
　
中
島
交
通
副

部
長
の
５
名
様

区
報
配
布

文
京
区
よ
り
缶
　
瓶
分
別
回
収
に
つ
い
て
の

説
明
区
報
配
布

名
簿
編
集
の
会
合
　
　
町
会
長
宅

区
報
配
布
　
謹
賀
新
年
ボ
ス
タ
ー
配
布

ご
吉
労
会

定^
例
役
員
会
）

区
報
配
布

区
報
配
布

町
会
連
合
会
新
年
会
　
於
　
区
民
セ
ン
タ
ー

三
宅
町
会
長
　
小
川
副
会
長
　
橋
本
総
務
部

長
　
出
席

※明治時代からの東京での積雪量   =そ の年の出来事=
(気ユ庁の統計 )

明治 16年 2月 8曰    48om   東京気 象台 で3月 1日以降天気 図 を印郷1配市 .
41年 4月 9日    2∝ m   3月  十画連精船運 行開始 .

6月  関東地方 に大 降雹 直径 12o m.
43年 3月 12日    21om   この 日の暴風雪 に より千葉茨城の漁船通韓 死都 Ю 人余 .

二 月 ′ヽ レー彗 星接近の噂 .
昭和 6年 2月 14口     2∞ m    9月  洒州■ 変発 生 .
8年 1月 22日    17om    ドイツに ヒッ トラー内閣成立 .

8年 2月 18日     1た m    捻 月23日  平成天皇誕生 .
☆  11年 2月 23日    3∝ m   2月 26日  皇遺派青年将校によるクー,タ ー (2 26事件)発生

時のお理大自同日啓介は■莱町 ■浄寺に隠れ豪 を逃れる
★  20年 2月 22日    38● m   4月  米軍沖縄 に上 陸 8月  無条件降伏 .
26■ 2月 15日    3‐ m   9月  サンフランシスコ議禾Q条約調印

★  29年 1月 25日    3∝ ●●   9月  河釜丸  台風 15号 で函館沖 に力没 .
42■ 2月 10日 12日 1たm   3月  高見山大五郎  初の外人間取 と成 る。
43年 2月 15日 16曰 20●m   5月  |とな菫十勝沖地震発 生 .

★ 44年 3月 4曰    19om   l月  東京大学安 田疇堂に立 て電 もっ ●・ 学 生美躙
と書齋機 動隊 との II●防事件発生 .

44年 3月 12曰     31om
★ 44年 4月 17日    2-   5月  東名高速道路開通

`
平成 8年 2月 18日    17om
10年 1月 12日    1“ m
10年 1月 15日    1た m
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１
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／
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根
津
神
社
立
ま
き
に
つ
い
て

八
人
歳
と
人
五
歳
の
寅
年
の
方
に
招
待
状
を

差
し
Ｌ
げ
ま
し
た

駒
本
小
学
校
ふ
れ
あ
い
給
食
会

二
宅
町
会
長
　
橋
本
総
務
部
長
出
席

区
報
配
布

防
災
コ
ン
ク
ー
ル
　
於
　
駒
本
小
学
校

参
加
者
　
〓
宅
　
倉
日
　
恩
―――

（明
）
川
画

藍
原
　
坂
本
　
他
４
名

２
３
町
会
中
第
４
位
入
賞

歳
末
夜
警
　
２
３
日
よ
り
２
９
日
迄

２
９
日
に
中
部
に
て
ガ
ス
漏
れ
を
発
見
し
速

や
か
に
ガ
ス
会
社
に
通
報
し
ま
し
た

防
災
消
防
新
年
会
　
於
　
池
之
端
文
化
セ
ン

タ
ー
　
大
畑
防
火
防
災
部
長
出
席

学
校
防
災
委
員
会
　
於
　
誠
之
小
学
校

二
宅
町
会
長
出
席

全
国
地
域
安
全
運
動

「文
京
地
域
安
全
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
９７
」
於
　
ンヽ
ピ
ツ
ク
ホ
ー

ル
　
川
西
様
出
席

日
赤
献
血
奉
仕
活
動
　
於
　
本
郷
郵
性
局

池
田
様
　
柴
日
様
出
席

「少
年
を
取
り
巻
く
有
害
環
境
浄
化
推
進

大
会
」
駒
込
警
察
署

―――
席
　
名
取
様
　
藍
原
様

資
源
回
収

駒
込
母
の
会
支
部
長
会
　
駒
込
警
察
署

出
席
　

［́口永
部
長

●
赤
い
羽
根
共
同
募
金
　
￥
―
，
つ

つ
●
ｏ

１０
／
３０
　
駒
込
警
察
署
新
旧
署
長
歓
迎
会

於
　
セ
レ
ス
千
代
田
２
１

二
宅
町
会
長
　
坂
木
防
犯
部
長
出
席

１
／
”
　
防
犯
協
会
新
年
会
　
於
　
弥
生
会
館

三
宅
町
会
長
　
坂
本
防
犯
部
長
出
席
一

当

町

会

の
方

で

昨

年

９

月

か

ら

本

年

１
月

上

旬

ま

で

に

ご

逝

去

な

さ

れ

た

方

の
お

名

前

は

左

記

の

通

り

で

ご
ざ

ま

す

。

謹

ん

で
哀

悼

の
意

を

表

し

、

心

よ

り

ご

め

い
福

を

お

祈

り

い
た

し

ま

す

。

こ

日
浦
久
美
様
　
原
口
方
雄
様
　
子
佐
美
さ
い
様

橋
ロ
フ
サ
子
様
　
芝
円
政
雄
様
　
佐
野
勝

．
様

編
集
後
記

こ
の
と
こ
ろ
寒
曖
の
差
が
大
き
く
流
感
が
猛
成
を
振
る
っ
て
お
り

ま
す
。
世
の
中
の
景
気
も
同
様
あ
ま
り
期
待
が
持
て
ま
せ
ん
。
こ

ん
な
時
に
こ
そ

ｔ
の
健
康
に
，
ま
し
て

一
口

一
日
を
大
切
に
生
き

て
い
き
ま
し
ょ
う
．
二
月
か
ら
当
町
会
で
も

「び
ん
　
缶
分
別
回

収
」
を
行

い
ま
す
．
表
面
の
地
図
を
参
考
に
ご
協
力
下
さ
い
。

編
集
委
員

三
宅
英
三
　
竹
中
俊
之
　
常
側
　
裕

倉
―――
幸
　
　
池
田
　
暉

災
害
時
の
交
通
誘
導
訓
練

署
　
一一
宅
町
会
長
出
席

於
　
駒
込
警
察

成
人
式
を
む
か
え
ら
れ
た
１
２
名
の
方
に
記

合
品
を
差
し
上
げ
ま
し
た

本
年
成
人
に
な
ら
れ
た
方
は
た
記
の
方
々
で
す
。

10 1()

//
20 16

Ｈ
／
２０
　
資
源
回
収

定
例
部
会
　
後
　
慰
労
会
　
於
　
魚
邦

‐２
／
‐

ヽ
Ю
日
迄
　
歳
末
助
け
合
い
運
動

募
金
協
力
　
Ｙ
２
１
７

，４
０
０

‐２
／
‐８
　
資
源
回
収

１
／
‐７
　
び
ん
　
缶
分
別
回
収
に
付
い
て
の
会
合
常

端
寺
１
陪

‐
／
２０
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ガラスびん 。缶の分別回収のお知らせ

蓬莱町会では、3月 5日 (本)から別紙チラシのとおり、毎週本曜日に、ガ
ラスびん 缶の分別回収を始めます。毎週木曜日の朝8時
30分までに集積所に出してください。なおチラシは保7・・版ですので、ご家
庭の見やすい場所に貼ってください。地球資源の保護、ごみ減量の観点か
らも皆様のご協力をお願いいたします。

び レ́ ‐缶 集 ‐ 所 一一 覧 表  (■ 0カ 所 ) (嗽
称略 )

番号 場 つ r 住  所
■ 坂 本 ガ ラ ス :業 前 向 F 2-37- 6

2 本 城 宅 前 向 昨  2-38- 8

3 木 lわ 宅 ,IJ 向 ‐  2-35- 1

4 中  華 料 理 泰 ―  ●F 積 向 F_ 2-30- 6

5 力tl 藤  副  イ■  長  =ヒ  前 向  丘 2-26-帥 かい

6 ―  宅  OT ・_~ 長  宅  前 向 ‐  2-27- 1

7 猪 資ヒ 宅 前 向 丘  卜 24- i

8 辻 宝 文 音 前 向 壺こ 2-15- 8

0 奮 永 宅 前 向 F■  2-16- 9

10 堀 江 モ ー タ ー 前 向  手  2-11-12

0休 日と年末年始 (12/29-1/4)は 回収 しません。
※11収できる缶は、飲料缶の外、缶詰 のり お茶 お菓子の缶などです。
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